
登録期間 令和 6年 10月 1日～令和 7年 9月 30 日 

※ 公開できる情報のみ掲載しています。 
※ 依頼・相談等に伴う謝礼等条件につきましては、双方協議の上、決定してください。 
※ メールの送信は、[アットマーク]を@に置き換えて行ってください。 

地域活性化伝道師プロフィール 分
野 

地域産業・イノベーション・農商工連携 ◎ 農・林・水産業 ◎ 

地域医療、福祉・介護、教育 ○ 観光・交流 ○ 

地域コミュニティ・集落再生 ○ 環境  

地域交通・情報通信  まちづくり ○ 

ふりがな まつしま ただし 

氏名 松嶋 匡史 

所
属 

名称 株式会社瀬戸内ジャムズガーデン 

役職 代表取締役 

連
絡 

住所 （公開） 
〒 742-2804 

山口県大島郡周防大島町日前 331-8 （職場） 

連絡先 
（公開） E-mail setouchi[アットマーク]jams-garden.com 

（公開） TEL 0820-73-0002 FAX 0820-73-0002 

連絡方法 Ｅ－Ｍａｉｌでお願いします 

略歴 

200３年１１月：個人事業として瀬戸内ジャムズガーデンを起業 

2007 年６月末：中部電力株式会社を退社（11 年間勤務） 

2007 年７月 ：島へ完全移住しジャム屋の通年営業を開始 

2009 年８月 ：中国経済産業省が選ぶ「地域ビジネスリーダー50 人」に選ばれる 

2011 年６月 ：法人化（株式会社化） 

2011 年 10 月：農林水産省が選ぶ「6 次産業先進事例」（全国で 100 件）の 1 つとして選ばれ

る 

2011 年 11 月：島へのＵＩターンを応援する会「島くらす」を立上げ活動を開始 

2012 年 7 月 ：周防大島町観光協会副会長に就任 

2013 年 2 月 ：農林水産大臣 林芳正さまが視察でご来店 

2013 年 10 月：農林水産省から総合化事業計画承認を得て 6 次産業の会社として認定 

201３年 12 月：経済産業省が選ぶ「がんばる中小企業 300 社」に選ばれる 

201４年 9 月 ：山口県農業試験場などと最新技術を導入した苺ハウスを建設し、新品種よつ

ぼし苺の実証実験開始（2017 年ものづくり日本大賞受賞） 

201４年１１月：フード・アクション・ニッポン アワード 2014 受賞 

2015 年 2 月 ：中小企業庁が選ぶ「地域活性化１００」に選ばれる 

201５年 4 月 ：島の直営店を全面リニューアルオープン 

2015 年 5 月 ：“日本が誇るべきすぐれた地方産品”を選定し海外に広く伝えていく取り組み

「Ｔｈｅ Ｗｏｎｄｅｒ500」に選定される 

201５年１１月：6 次産業化事例最優秀賞 2015（農林水産大臣賞）受賞 

2017 年 4 月 ：内閣府地域活性化伝道師に認定 

2017 年１２月：地域未来牽引企業に選定（経済産業省） 

2018 年 10 月：白鳥山荘厳寺（浄土真宗本願寺派） 責任役員 兼 坊守 就任 

2018 年 11 月：ディスカバー農山漁村の宝 受賞（農林水産省） 
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2019 年 11 月：都市部人材のリモート副業活用事例が優良な関係人口構築と評価されフリー

ランスパートナーシップアワード 2019 グランプリ受賞 

2020 年 ３月：コロナ禍のもと関係人口構築を目指したレモンチェッロ酒造事業開始 

202１年 ３月：日本農業賞 大賞受賞（食の架け橋部） 

202１年 11 月：農林水産祭 日本農林漁業振興会会長賞 受賞 

著作・論文等 なし 

取組概要 

手作りジャム専門店「株式会社瀬戸内ジャムズガーデン」代表取締役。周防大島観光協会副会

長のほか山口県のキャリア教育推進委員や活力創出推進会議委員なども務める。 

2001 年 10 月に新婚旅行先のパリでジャム屋と出会い 2003 年 11 月個人事業として手作り

ジャム専門店を高齢化率日本一と言われた瀬戸内の島、周防大島（山口県）にて創業。 

耕作放棄地を借り受けて自社農業部門を立上げ、現在はブルーベリー・あんず・金時いも・いち

ご等を生産。店舗では自家製ジャムを活用したスイーツが楽しめるカフェギャラリーを運営する

など、ジャム加工のみでなく、農業（一次産業）・加工業（二次産業）・サービス業（三次産業）をミ

ックスした 6 次産業形態の事業を展開。地域を巻き込んだ 6 次産業化を実践している。地域

資源を活用し、地域に産業と雇用を創出することを主眼に活動を展開し、現在では首都圏から

の移住者を含めスタッフは 30 人の規模。最近はお寺と連携した空き家のリノベ―ジョンで移

住者の呼び込みを行ったり、全国初の小中高連携起業家教育への取り組みなど活動は多種多

様。2014 年新書大賞受賞の「里山資本主義（角川書店）」などでその取り組みが紹介されてい

る。 

メッセージ 

今の時代に求められているのは、「地域の価値」に気付き、その地域に根ざした活動を展開する

ことだと思います。我々は地域の個性と多様性、人の繋がりから田舎でしかできない事業を行

うことで産業が作れること、そして持続可能な地域づくりができることを体現しています。 

たかがジャム、されどジャム。ジャム屋が本気になれば地域を変え、社会を変えることさえできて

しまう。時代の最先端は高齢化率日本一だったこの島から始まっています。さあ、新しい時代の

地域づくりを共に創造していきましょう。 

関連ホームページ http://www.jams-garden.com/ 活動エリア 全国 


